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早いもので、2年生の1学期が今日で終了します。みなさんにとってはどのような学期で
したか？ 2年生になって、みんな授業に対する意識が変わったと思います。しっかり授業
を受けられるようになってきて、テストに臨む姿勢も少し変わってきたように感じます。ま
た、4役さんをはじめ、各クラスの班長さんやそれ以外の人たちも、学級や学年のことを真
剣に考えてくれていると感じることが増えました。そして、自分たちで注意し合う姿がよく
見られるようになってきました。自分のことだけでなく、学級や学年など周囲にも目を向け
られるようになっていることをすごく嬉しく思います。
2学期になると、部活動や委員会などで2年生がリーダーとなって1年生を引っ張っていか

なくてはなりません。自分のためだけでなく、組織のために動ける先輩になってほしいと思
います。

7月12日(金)の1・2限を使って、球技大会を行いました！ 昨年度はドッジボールと、ソフトバレー
ボールをしましたが、今年度は新たにポートボールにチャレンジしました。前田先生と青山先生が中心
となって、ルールなども考えてくれました。体育委員さんと何度も話し合い、準備してくれて、当日の司
会進行や挨拶なども、全部体育委員さん中心にやってくれました。体育委員さん、ありがとう。
ポートボールは思っていたよりもハードで、ずっとみんな走り回っていましたね。試合のないメンバー

が得点係をしたり、大きな声で応援したりしてくれていました。得点が決まると歓声が起こり、盛り上が
っていました。みんな真剣に取り組んでいたからこそ接触することもありましたが、そこはスポーツなの
である程度はしかたがありません。競技の後はお互い言いっこなしでノーサイド！ その後の学活で、
みんな楽しく過ごしてくれていて、ほっとしました。



１１日（木）４限に、学年集会を行いました。学級４役さんが学級の様子について話し合い、１学
期の良かったところや課題について話し合ってくれました。その内容を発表してくれましたが、１年生
の時と比べてみんなの成長が感じられる内容でした。発表の中でもありましたが、お互いに注意し
合えるようになってきたことが１番の成長かもしれません。お互いに良いところは認め合い、悪いとこ
ろは注意し合えるのが、本当の仲間だと思います。注意されたことを素直に受け入れ、自分を高め
てほしいと思います。
また、学級４役さんが発言しても、これまであまり反応がないことを残念に思っていましたが、今

回は自然と拍手が起こっていました。「学級４役なんて、そういうのが好きな人がやってるんやろ。」
と思う人もいるかもしれませんが、決してそうではありません。この日もすごく緊張しながら発言して
くれている人もいました。人前で話すのは苦手だけど、みんなのために自分にできることがあるなら
と、頑張ってくれている人もいるのです。今日の拍手は、４役さんへの感謝やリスペクトの気持ちが
表れた行動だと思い、とても嬉しく思いました。さらに、長岡先生が夜中までかかって作ってくださっ
たスライドも、みんなとても楽しそうに見てくれていました。みんなの姿を見て、長岡先生も喜んでい
ました。多くの人がみんなを支えてくれています。感謝の気持ちを忘れずに過ごしてください。

☆日時：8月24日(土)
8：25までに登校

☆服装：体操服
☆持ち物

○提出日に提出の宿題
○タオル、軍手
○筆記用具
○水筒（お茶は多めに！）
○上靴
○キャップ
○タイムくん

※登校したら、いつも通り教室で待機。
※登校日に出席できない人は、友達に宿題を
預けるか、事前に宿題を学校に持ってくるよ
うにしてください。

☆日時：9月2日（月）
8：25までに登校

☆予定：始業式・学活・掃除
☆服装：制服
☆持ち物

○始業式に提出の宿題
○筆記用具
○水筒、タオル、上靴

9月3日(火）：給食・全日授業開始
9月4日(水）：45分授業×6限

専門委員会
9月5日(木）：3年生学力診断テストのため

5限授業

あっという間の約5週間でした。昨年度よりは長く過ごせたとはいえ、時間が経つの
は本当に早いものです。昨年度よりは少し背の伸びたオーウェンくんは、まとっている雰
囲気も少し大人になったような気がしました。
毎日のように図書室に来ては、日本の小説を読んでいましたね。読書もそうですが、

どんなことにも前向きにチャレンジする姿勢に、本当に感心し、自分もそうあらねばと襟
を正す日々でした。
1組でアメリカの学校生活と日本の学校生活の違いについてプレゼンをしてくれた

そうですが、そういう時間をもっと取れば良かったと後悔しました。それこそが必要な学
びだったと感じました。前田先生が書いてくれた学級通信を読んで、アメリカでの学校
生活がよくわかりました。他にも、国語の作文で、日本でもアメリカでもお米を食べると
書いてくれていて、すごく嬉しくなりました。さらに、日本のお米は別格だと書いてくれて
いましたね。米作りの里とも言うべき田原本町で、すごく嬉しい感想です。
短いながらも確実にみんなとの交流を重ね、異文化への興味や理解を深めてくれ

たこと、本当に感謝しています。来年度もまた、ぜひ北中に帰ってきてくれることを願っ
ています。また会えることを願って、さよならは言いません。オーウェンくん、またね！


